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「
地
域
に
よ
る
」展
開
に
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
貢
献

―
―
１
４
０
年
経
て
、ア
ル
カ
デ
ィ
ア
街
道
に「
バ
ー
ド
の
巣
」を

佐
藤
建
吉

代
表
理
事
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㊼回

▼
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

い
ま
か
ら
１
４
０
年
前

の
１
８
７
８
年
、
明
治
11

年
５
月
21
日
に
、
イ
ギ
リ

ス
の
女
性
旅
行
家
、
イ
ザ

ベ
ラ
・
ル
ー
シ
ー
・
バ
ー

ド
（
１
８
３
１
年
生
～
１

９
０
４
年
没
）
が
、
上
海

か
ら
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ト

ー
キ
ョ
ー
号
で
、
富
士
山

を
見
て
横
浜
に
到
着
し

た
。
そ
の
目
的
は
、
本
当

の
日
本
の
姿
を
自
分
の
目

で
見
て
、
身
を
も
っ
て
体

験
す
る
こ
と
。

英
国
公
使
館
で
国
内
旅

行
に
つ
い
て
、
好
意
を
得

て
準
備
し
、
６
月
10
日
、

東
京
を
発
ち
、
東
北
へ
向
か

っ
た
。

▼
粕
壁
か
ら
日
光
へ

地
方
で
の
第
１
泊
目
は
、

現
在
の
春
日
部
市
（
当
時
は

粕
壁
）
で
あ
っ
た
。
バ
ー
ド

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
地
方

の
体
験
。
粕
壁
の
人
に
と
っ

て
は
、
外
人
女
性
は
初
め
て

見
る
存
在
。
バ
ー
ド
に
と
っ

て
は
、
ベ
ッ
ド
で
寝
る
の
で

な
く
、
畳
と
布
団
、
そ
し
て

障
子
の
部
屋
に
眠
れ
な
い
夜

を
過
ご
し
た
と
い
う
。
ま
る

で
、
今
後
も
継
続
す
る
で
あ

ろ
う
道
中
の
苦
労
の
試
練
で

あ
っ
た
。

第
２
泊
目
は
、
栃
木
。
同

様
の
経
験
を
し
た
。
第
３
泊

目
は
栃
木
県
の
今
市
。
こ
こ

で
は
、
ゆ
っ
く
り
宿
泊
し
た

と
い
う
。
第
４
泊
目
が
日
光

の
金
谷
ホ
テ
ル
の
創
業
家
の

侍
屋
敷
。
こ
こ
で
は
、
日
光

や
日
本
の
よ
さ
を
次
第
に
見

出
し
、
日
光
に
は
９
泊
し
た

と
い
う
。
近
く
の
湯
元
温
泉

や
、
華
厳
の
滝
と
中
禅
寺
湖

に
も
足
を
延
ば
し
２
泊
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ー
ド
は
鬼
怒

川
を
通
り
川
治
、
五
十
里
を

通
り
、
福
島
県
に
入
り
田

島
、
坂
下
を
通
り
、
新
潟
県

に
向
か
っ
た
。

▼
『
日
本
奥
地
紀
行
』

新
潟
の
後
は
、
山
形
県
小

国
、
小
松
、
赤
湯
、
上
山
に

抜
け
た
。
そ
こ
で
、
バ
ー
ド

峡
を
船
で
渡
り
、
北
海
道
の

函
館
に
向
か
っ
た
。
函
館
、

室
蘭
、
白
老
、
門
別
ま
で
足

を
延
ば
し
た
。
ア
イ
ヌ
の
白

老
に
も
訪
ね
て
い
る
。
そ
の

後
、
函
館
に
戻
り
、
有
珠
、

長
万
部
、
山
越
内
、
森
、
函

館
に
戻
っ
た
。
東
京
へ
の
帰

り
は
、
函
館
か
ら
船
を
利
用

し
た
が
、
仙
台
沖
で
は
台
風

も
経
験
し
た
。
６
月
に
出
発

し
、
９
月
17
日
に
帰
京
し

た
。
こ
の
間
に
踏
査
し
た
距

離
は
７
０
０
㌔
㍍
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
旅
行
で
は
、
伊

藤
鶴
吉
が
通
訳
と
案
内
を
し

て
く
れ
、
完
遂
で
き
た
。

こ
の
旅
行
の
く
だ
り
は
、

英
国
に
居
る
妹
に
逐
次
手
紙

で
送
ら
れ
、
そ
れ
を
ま
と
め

て
出
版
さ
れ
た
の
が
〝Unbe

aten Tracks in Japan

〟

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
英
国
で

は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
、

日
本
を
紹
介
し
た
。
そ
の
邦

訳
は
、
山
形
県
川
西
町
出
身

の
英
文
学
者
・
高
梨
健
吉
に

よ
り
、『
日
本
奥
地
紀
行
』

と
し
て
、
２
０
０
０
年
に
、

平
凡
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
。

▼
「
ア
ジ
ア
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
の
再
認
識

筆
者
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
や
ヒ
ー
ス

ロ
ー
空
港
の
近
く
の
ア
ッ
ク

ス
ブ
リ
ッ
ジ
や
ウ
イ
ン
ザ
ー

に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
を
基
地
に
し
て
あ
ち
ら
こ

ち
ら
を
旅
し
た
こ
と
が
あ

る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
初
夏

の
新
緑
と
穏
や
か
な
丘
陵
の

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
、
教
会
と

並
立
す
る
大
型
の
粉
ひ
き
風

車
、
テ
ム
ズ
の
川
岸
に
掛
か

る
ア
ー
チ
橋
と
ス
ワ
ン
。
イ

ギ
リ
ス
の
典
型
的
な
田
舎
の

情
景
で
あ
る
。

バ
ー
ド
も
日
本
を
旅
し

て
、
大
分
慣
れ
た
こ
ろ
、
新

潟
か
ら
山
形
に
山
筋
を
旅
し

て
眼
下
に
広
が
る
田
園
地
帯

の
情
景
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
母
国
と
重
ね
た
に
違
い
な

い
。
筆
者
も
当
地
を
訪
ね
た

が
、
そ
の
地
の
景
色
は
、
確

（
お
き
た
ま
）
地
方
と
呼
ば

れ
る
が
、
こ
の
一
帯
に
、
バ

ー
ド
が
書
き
残
し
た
の
が
、

「
ア
ジ
ア
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
」
で
あ
っ
た
。
訳
者
の
高

梨
も
「
桃
源
郷
」
で
は
な

く
、「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と

し
た
。
こ
の
選
択
の
意
味
深

さ
は
、
現
代
と
の
関
係
に
お

い
て
も
適
切
だ
っ
た
と
い
え

る
。

▼
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
の

発
見
と
展
開

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
に
つ

い
て
の
地
域
研
究
は
、
山
形

県
で
熱
心
で
あ
る
。
今
年
２

０
１
８
年
11
月
９
日
と
10
日

に
は
、
山
形
市
で
、
第
14
回

の
「
と
う
ほ
く
街
道
会
議
」

が
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
も
両

日
参
加
し
た
が
、
東
北
地
方

の
街
道
の
整
備
を
進
め
る
国

交
省
と
、
道
の
駅
を
運
営
す

る
協
議
会
が
バ
ー
ド
に
着
目

し
て
い
る
方
々
と
開
催
し
た
。

地
元
の
山
形
県
も
山
形
市

も
、
ま
た
バ
ー
ド
が
旅
し
た

各
市
町
も
参
加
し
、
講
演
会

や
展
示
、
そ
し
て
見
学
会
が

行
わ
れ
た
。
衰
退
し
て
き
た

地
方
の
暮
ら
し
と
経
済
の
状

況
を
、
観
光
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
改
善
し
よ
う
と
い
う
気
運

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
講
演

会
で
演
者
は
、
そ
う
し
た
思

い
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ

た
。
バ
ー
ド
は
、「
私
が
、

１
４
０
年
前
に
感
じ
た
こ
と

を
、
皆
さ
ん
は
ま
だ
理
解
で

き
て
い
な
い
の
？
」
と
言
っ

て
い
る
か
も
、
と
。

地
方
が
衰
退
し
、
都
市
と

の
差
が
出
た
こ
と
で
、
地
方

こ
れ
を
支
え
る
の
は
、
地

元
の
地
域
で
あ
り
、
本
コ
ラ

ム
で
も
紹
介
し
た
「
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
概
念
で
あ

る
（
第
㉖
回
、
第
97
号
、
２

０
１
８
年
２
月
５
日
発
行
）。

地
域
住
民
が
学
芸
員
と
な

り
、
地
域
資
源
を
整
備
し
説

明
し
、
展
示
し
、
学
習
で
き

る
「
地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
あ
る
。

筆
者
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

街
道
で
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
は
、
浸
透
し
て
い
る

「
道
の
駅
」
の
ほ
か
、「
バ
ー

ド
の
巣
」
と
名
づ
け
た
居
場

所
を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
し

た
。
そ
れ
は
、
親
鳥
が
ヒ
ナ

に
餌
を
与
え
育
て
、
ヒ
ナ
と

共
に
棲
み
成
長
す
る
心
地
よ

い
居
場
所
の
〝
鳥
の
巣
〟
で

あ
る
。
居
場
所
は
地
域
で
あ

り
、
ヒ
ナ
は
観
光
客
、
親
鳥

は
地
元
民
で
あ
る
。

の
、
田
舎
の
良
さ
が
、
む
し

ろ
際
立
っ
て
き
た
。
い
ま
、

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
し

て
、
称
賛
す
る
思
い
が
増
幅

し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

▼
地
域
の
人
々
に
よ
る

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

地
方
や
田
舎
の
持
っ
て
い

る
良
さ
は
、
そ
れ
を
発
信
し

て
理
解
を
広
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
街
道
会
議
で
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
元
社
長
の
舩
山
氏

は
、「
新
る
る
ぶ
」
の
重
要

性
を
披
露
し
た
。
か
つ
て
か

ら
の
「
る
る
ぶ
（
見
る
・
食

べ
る
・
遊
ぶ
）」
の
ほ
か
、

「
体
験
す
る
・
交
流
す
る
・

学
ぶ
」
の
「
新
る
る
ぶ
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
、
観
光
地
で

の
地
域
交
流
と
地
域
理
解
が

深
ま
り
、
観
光
滞
留
時
間
を

増
や
し
、
地
方
創
成
に
は
、

必
須
で
あ
る
と
。

は
、
田
園
の

風
景
の
美
し

さ

に

感

動

し
、「
ア
ジ
ア

の
ア
ル
カ
デ

ィ
ア
」
と
い

う
称
賛
の
言

葉
を
残
し
て

い
る
。
さ
ら

に
北
上
し
、

山
形
、
金
山

町
な
ど
に
宿

泊
し
た
。

さ
ら
に
山

形
県
か
ら
秋

田

県

に

入

り
、
続
い
て

青
森
県
、
そ

し
て
津
軽
海

か
に
素
晴
ら

し
い
。
都
会

に
住
む
日
本

人
で
も
、
お

そ
ら
く
日
常

と
は
異
な
る

母
国
の
景
色

に
感
動
し
た

だ
ろ
う
。

た
だ
、
そ

れ
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の

後
に
山
形
の

平
野
部
を
旅

し
て
、
小
松

や
赤
湯
や
上

山
を
通
り
、

７
月
の
田
園

風
景
を
体
験

し
た
。
こ
の

地
域
は
置
賜

◀
バ
ー
ド
の
旅
し
た
道
筋
と
宿
泊
地

◀
地
元
教
師
が
描
い
た
バ
ー
ド
の
説
明
画

アルカディアを実感しただろう置賜地方の景色

◆社会インフラテック
会期：2018年12月6日（木）～ 8日
（土）▷開催時間：10：00 ～ 17：
00▷会場：東京ビッグサイト 東
ホール（東京都江東区有明3-10-
1）▷入場料：無料（登録制）▷主
催：インフラメンテナンス国民
会議／日本経済新聞社/問合せ
先：0120-261-122

◆住宅・ビル・施設Week＜東京展＞
（第3回［高性能］建材・住設 EXPO

／ 第3回 ス マ ー ト ビ ル デ ィ ン グ 
EXPO ／ 第1回 AI・ ス マ ー ト 住 宅 
EXPO ／第1回 施設リノベーション 
EXPO）
会期：2018年12月12日（水）～ 14
日（金）▷開催時間：10：00 ～
18：00（最終日は17：00まで）▷
会場：東京ビッグサイト（東京都
江東区有明3-10-1）▷入場料：招
待券（事前請求無料）持参の場合
無料／招待券がない場合は5,000
円▷主催：リード エグジビショ
ン ジャパン株式会社/問合せ先：
03-5324-1244

◆第11回 オートモーティブ ワールド

（第11回［国際］カーエレクトロニク
ス技術展 ～カーエレ JAPAN ～／第
10回 EV・HEV 駆動システム技術展 
～ EV JAPAN ～ ／ 第9回 ク ル マ の 軽
量化 技術展／第7回 コネクティッド・
カー EXPO ／第5回 自動車部品＆加
工 EXPO ～カーメカ JAPAN ～／第2
回 自動運転 EXPO）
会期：2019年1月16日（水）～ 18日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：東京ビッグ
サイト（東京都江東区有明3-10-1）▷
入場料：招待券（事前請求無料）持参
の場合無料／招待券がない場合は
5,000円▷主催：リード エグジビシ
ョン ジャパン株式会社/問合せ先：
＜来場に関して＞03-5302-3141 ／＜
出展に関して＞03-3349-8502

●次世代農業×エネルギー「ソーラーシ
ェアリング・セミナー in徳島」
会期：2018年11月26日（月）▷開催
時 間：13：00 ～ 17：00（開 場12：
30 ～）▷会場：JA会館徳島 1階「す
だちホール」（徳島県徳島市北佐古
一番町5番12）▷参加費：無料（事前
申込制）▷主催：一般社団法人新エ
ネルギー O&M協議会/問合せ先：03-
5809-3366（新エネルギー O&M協議会

内）
●新エネルギー O&M協議会「第１回・

O&M技術セミナー」
会期：2018年11月27日（火）▷開催
時 間：10：00 ～ 16：45（9：45開
場、17：00終了予定）▷会場：フォ
ーラムミカサエコ 7Fホール（東京
都千代田区内神田1-18-12 内神田
東誠ビル）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：一般社団法人新エネ
ルギー O&M協議会/問合せ先：03-
5809-3366

●一般社団法人水素エネルギー協会（HESS）
「第38回水素エネルギー協会大会」
会期：2018年11月28日（水）・ 29日

（木）＊懇親会あり、28日のプログ
ラム終了後（要事前申込）▷会場：
タワーホール船堀 小ホール（東京
都江戸川区船堀4-1-1）▷参加費：
＜HESS会員・協賛会員＞8,000円（学
生2,000円）／＜非会員＞1万5,000
円（学生3,000円）＊懇親会＝会員・
非会員5,000円（学生1,000円）▷主
催：一般社団法人水素エネルギー
協 会（HESS）/申 込 み 先：38hess＠
hess.jp

●再生可能エネルギーシンポジウム「IoT
と電力改革で変わる経済と社会」
会期：2018年12月3日（月）▷開催時

間：14：00 ～ 16：30（開 場13：30）
▷会場：浅草橋ヒューリックホー
ル（東京都台東区浅草橋1-22-16 ヒ
ューリック浅草橋ビル2階）▷参加
費：無料（事前申込制）▷主催：ネ
クストエナジー・アンド・リソー
ス株式会社/問合せ・参加申込：ht
tps://www.nextenergy.jp/event/

●第40回風力エネルギー利用シンポジウ
ム
会期：2018年12月4日（火）・5日（水）▷
開催時間：＜4日＞9：30 ～ 17：05 ／
＜5日＞9：00 ～ 17：00▷会場：科学技
術館（東京都千代田区北の丸公園2-1）▷
主催：一般社団法人日本風力エネルギ
ー学会/問合せ先：03-3526-3400

●平成30年度 新エネルギー人材育成研修
会「新エネ基礎コース」
会期：2018年12月7日（金）▷開催
時間：9：50 ～ 17：00（受付開始
9：30 ～）▷会場：TKP新橋カンフ
ァレンスセンター カンファレン
スルーム6B（東京都港区新橋1-15-
1　大手町建物田村町ビル）▷参加
費：＜一般＞1万5,000円／＜賛助
会員＞1万円（講演資料代を含む）
＊事前申込制▷主催：一般財団法
人新エネルギー財団/問合せ先：
03-6810-0361（新エネルギー財団 

計画本部 企画調査部）
●第4回・全国小水力発電大会in富士宮
会期：2018年12月13日（木）〜 15
日（金）▷会場：【1日目・基調講
演およびパネル討論など】富士
宮市市民文化会館（静岡県富士宮
市宮町14番2号）【2日目・分科
会】①富士宮市市民文化会館／
②浅間大社参集所（静岡県富士宮
市元城町22番1号）＊富士山本宮
浅間大社敷地内【3日目・エクス
カーション】＊会場無し▷主催：
全国小水力発電大会実行委員会・
全国小水力利用推進協議会▷参
加申込先：専用サイトhttps://
amarys-jtb.jp/4syosuiryoku/

（株式会社JTB静岡支店）/問合せ
先：開催実行委員会事務局0544-
22-1131

●第8回 日射セミナー
会期：2018年12月13日（木）▷開
催 時 間：13：10 ～ 16：55▷ 会
場：英弘精機本社（東京都渋谷区
幡ヶ谷1-21-8）▷参加費：無料

（事前申込）▷主催：英弘精機株
式会社/問合せ先：03-3469-6711

新エネルギー関連
イベントカレンダー（11月～ 1月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


